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❷

６月定例会議

一般会計補正予算
7377万４千円

　補正予算可決
令和元年度 予算総額　179億3377万４千円

　令和元年第３回能登町議会６月定例会議が６月６日から 14日にかけて開催され、議案
３件、諮問２件が提出された。議案については、一般会計の補正予算のほか条例改正と
監査委員の選任について、諮問については、人権擁護委員候補者の推薦についてであり、
議案は各常任委員会により審査し全議案を可決及び同意・適任とした。
　最終日には、請負契約の締結についての議案が１件、議会から議員の派遣についての
議案が１件提出されそれぞれ可決とした。
　11日には６人の議員が町政全般について一般質問を行った。

補正予算の主な内容
〇総務費　4125万１千円
　消費税増税対策としてプレミアム付商品券事業を追加

〇衛生費　69万４千円
　墓地使用料・管理料返還金を追加

〇農林水産業費　339万２千円
　スマート農業推進型の事業採択による追加

〇商工費　160万円
　農林水産物加工開発センターの冷風乾燥機の改修費を追加

〇教育費　2683万７千円
　松波中学校体育館雨漏り改修費、中谷家住宅保存活用事業に伴う修理工事補助金を追加

ドローンによる除草剤散布



❸ 2019.8 のとちょう議会だより第 57号

６月定例会議

７月９日に令和元年第４回能登町議会７月会議を開会し、請負契約の締結につ
いての議案２件が提出され原案のとおり可決した。

〇請負契約の締結について
　（令和元年度 社会資本整備総合交付金小木地区都市再生整備計画事業 小木
地区地域交流センター建設工事（建築））

〇請負契約の締結について
　（令和元年度 社会資本整備総合交付金事業 梅ノ木団地５号棟建設工事（建
築））

【７月会議】
  　  ９日

〇監査委員の選任について
　上野　博（上町）

〇人権擁護委員候補者の推薦について〇人権擁護委員候補者の推薦について
　畑中　彰治（国光）　畑中　彰治（国光）

　新谷　信之（不動寺）　新谷　信之（不動寺）

〇議員の派遣について（イギリス）〇議員の派遣について（イギリス）
　宮田　勝三　議員　宮田　勝三　議員

令和元年第４回７月会議の審議結果 （賛否の分かれたもののみを掲載します）
賛成 〇、反対 ×、欠席　欠、―　議長は採決に参加しません。　

結果
議員名

議案

𠮷
田　

義
法

堂
前　

利
昭

馬
場　

等

田
端　

雄
市

金
七
祐
太
郎

國
盛　

孝
昭

市
濱　

等

小
路　

政
敏

酒
元　

法
子

河
田　

信
彰

向
峠　

茂
人

志
幸　

松
栄

宮
田　

勝
三

鍛
治
谷
眞
一

可決 議案第56号　請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ×
可決 議案第57号　請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ×



❹

いっぱん質問

６月定例会議の一般質問（11日）

問　

学
校
適
正
配
置
実
施
計
画
の
見
直
し
を

答　

再
検
討
も
選
択
枠
の
一
つ

𠮷田　義法　議員

問
　

近
年
は
著
し
い

少
子
化
に
よ
り
児

童
、
生
徒
数
が
減

少
し
て
い
る
。
平

成
23
年
２
月
に
小

中
学
校
適
正
配
置

基
本
方
針
と
実
施

計
画
が
策
定
さ
れ

た
が
、
内
容
と
進

捗
状
況
は
。
実
施

計
画
に
あ
る
鵜
川

中
学
校
と
能
都
中

学
校
は
統
合
さ
れ

た
が
、
生
徒
数
が

同
等
で
通
学
距
離

も
鵜
川
中
学
校
の

生
徒
よ
り
近
い
小

木
中
学
校
と
松
波

答　

町
長

　

小
中
学
校
適
正
配
置
基
本

方
針
は
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環

境
の
整
備
を
基
本
と
し
、
地

域
に
お
け
る
学
校
の
役
割
も

十
分
に
考
慮
し
た
教
育
環
境

能都中学校

問　中学校の統合について

答　要望が上れば検討委員会を

問
　

中
学
校
の
生
徒
数
が
減
少

し
て
お
り
、
能
都
中
学
校
以

外
の
３
校
は
全
学
年
１
ク
ラ

ス
で
あ
る
。こ
れ
で
は
男
子
、

女
子
の
心
身
の
発
達
に
応
じ

た
教
育
が
十
分
に
で
き
な
く

な
っ
て
お
り
、
体
育
や
音
楽

の
授
業
、
運
動
会
や
部
活
動

な
ど
の
集
団
活
動
の
活
性
化

が
難
し
い
と
考
え
る
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
中
学
校

教
育
の
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ

る
か
。
ま
た
、
中
学
校
の
統

合
に
つ
い
て
町
の
見
解
は
。

答　

町
長

　

能
登
町
の
教
育
基
本
理
念

は
「
能
登
の
地
と
人
に
学
び

未
来
を
拓
く
た
く
ま
し
い
力

を
育
み
一
歩
前
へ
進
む
人
づ

く
り
」
で
あ
り
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
学
ん
で
も
ら
い

た
い
。
統
合
に
つ
い
て
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
道
だ
と
考

え
る
が
単
な
る
数
字
や
経
済

効
率
等
を
優
先
す
る
も
の
で

は
な
く
地
理
的
な
事
情
や
地

域
の
つ
な
が
り
を
考
え
生
徒

の
皆
さ
ん
が
学
力
の
向
上
と

人
間
性
を
培
う
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
と
言
う
こ
と
を

考
え
た
統
合
で
あ
る
べ
き
。

保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら

統
合
の
要
望
が
上
が
れ
ば
直

ち
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
準
備
に
取
り
か
か
る
。

中
学
校
と
の
統
合
が
実
施
さ

れ
て
い
な
い
要
因
は
何
か
。

基
本
方
針
と
実
施
計
画
が
策

定
さ
れ
て
か
ら
８
年
以
上
が

過
ぎ
状
況
が
か
な
り
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
旧
町
村
の
枠
内
で
は
な

く
、
能
登
町
全
体
で
、
考
え

早
急
に
見
直
し
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

少
数
学
級
よ
り
、
で
き
る
限

り
複
数
学
級
で
学
ぶ
方
が
、

た
く
さ
ん
の
体
験
や
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
良
い
と
考
え

る
。
よ
っ
て
、
少
人
数
の
中

学
校
に
お
い
て
は
統
合
す
る

べ
き
で
、
小
木
中
学
校
に
お

い
て
は
そ
の
時
期
が
き
て
い

る
と
考
え
る
。

の
整
備
の
た
め
に
策
定
し
、

中
学
校
の
設
置
は
旧
３
町
村

に
そ
れ
ぞ
れ
１
校
と
す
る
実

施
計
画
を
定
め
た
。
実
施
計

画
に
あ
る
鵜
川
中
学
校
と
能

都
中
学
校
の
統
合
は
平
成
26

年
度
に
行
っ
た
が
、
小
木
中

学
校
と
松
波
中
学
校
の
統
合

は
、
地
域
の
実
情
や
住
民
の

皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
り
実
施
し
て
い
な
い
。
実

施
計
画
が
策
定
さ
れ
て
か
ら

社
会
情
勢
が
変
わ
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
計
画
を
見
直
し

広
く
能
登
町
全
体
で
捉
え
再

検
討
す
る
こ
と
も
選
択
枠
の

一
つ
だ
と
思
う
。



❺ 2019.8 のとちょう議会だより第 57号

いっぱん質問

馬場　　等　議員

問　

警
戒
レ
ベ
ル
を
用
い
た
防
災
情
報
と
は

答　

住
民
の
取
る
べ
き
行
動
を
５
段
階
に

問
　

警
戒
レ
ベ
ル
を
用
い
た
防

災
情
報
は
こ
れ
ま
で
と
ど
う

違
う
の
か
、
具
体
的
な
運
用

の
仕
方
を
説
明
し
て
く
だ
さ

い
。

答　

総
務
課
長

警戒レベルは５段階

　

今
回
改
正
さ
れ
た
警
戒
レ

ベ
ル
は
、
洪
水
、
土
砂
災
害
、

高
潮
、
内
水
氾
濫
に
用
い
ら

れ
ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル
が
低

い
１
か
ら
高
い
５
ま
で
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
。
警
戒
レ
ベ

ル
の
発
令
は
各
市
町
村
が
行

い
ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル
３
で

避
難
に
時
間
を
要
す
る
高
齢

者
等
は
避
難
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。
警
戒
レ
ベ
ル
４
で

は
安
全
な
場
所
へ
全
員
避
難

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　

警
戒
レ
ベ
ル
１
、２
で
自

主
避
難
し
た
い
と
町
へ
要
望

し
た
時
に
は
、
町
は
対
応
を

し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

答　

町
長

　

不
安
を
お
感
じ
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
町
に
相
談
あ
る

い
は
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
各

地
区
が
管
理
し
て
い
ま
す
集

会
所
と
い
う
の
も
一
時
的
に

避
難
す
る
た
め
の
施
設
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
。
町
会

長
さ
ん
に
相
談
し
て
早
め
の

避
難
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

問
　

昨
年
９
月
４
日
の
台
風
21

号
の
時
の
避
難
勧
告
に
よ
り

実
際
に
避
難
さ
れ
た
人
数
等

は
。

答　

町
長

　

台
風
の
進
路
が
当
町
付
近

を
通
過
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

人
的
及
び
物
的
被
害
が
発
生

す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
た

め
、
14
時
40
分
、
管
内
全
域

問
　

現
在
の
小
学
校
、
中
学
校

に
お
け
る
防
災
教
育
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ

い
。

答　

教
育
長

　

学
校
に
お
け
る
防
災
教
育

は
防
犯
を
含
む
生
活
安
全
や

交
通
安
全
と
と
も
に
、
安
全

教
育
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
ど
の
学
校
も
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、

避
難
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

問
　

小
木
中
学
校
の
防
災
教
育

や
避
難
訓
練
等
を
参
考
に
し

て
、能
登
町
全
体
の
小
学
校
、

中
学
校
で
独
自
の
防
災
教
育

や
避
難
訓
練
を
行
え
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答　

教
育
長

　

小
木
中
学
校
の
防
災
教
育

の
レ
ベ
ル
は
平
成
28
年
度
の

「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
に
お

い
て
大
賞
を
受
賞
す
る
ほ
ど

の
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
で
す
。

　

あ
く
ま
で
も
学
校
は
校
長

の
指
導
の
も
と
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
学
校
が
あ
る

地
域
ご
と
に
よ
っ
て
防
災
の

や
り
方
が
違
う
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
考
え
て
や
っ
て
頂
け

れ
ば
一
番
い
い
の
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
17
カ
所

に
自
主
避
難
所
を
開
設
し
ま

し
た
。（
各
地
区
公
民
館
と

役
場
能
都
庁
舎
及
び
崎
山
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
）　

19
時

の
段
階
で
、
最
大
１
２
９
名

の
方
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

年
齢
構
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

80
％
以
上
が
高
齢
者
の
方
で

し
た
。



❻

いっぱん質問

田端　雄市　議員

問　ヘルプカードを作成すべき

答　マークの普及状況で判断したい

問
　

石
川
県
が
、
様
々
な
障
害

な
ど
援
助
や
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
方
に
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
を
配
布
す
る
こ
と
と
し
た
。

社
会
に
浸
透
さ
せ
、
実
効
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
、
県
内

答　

健
康
福
祉
課
長

　

カ
ー
ド
に
は
、
緊
急
連
絡

先
や
必
要
な
支
援
内
容
な
ど

が
記
載
さ
れ
、
第
三
者
の
円

滑
な
サ
ポ
ー
ト
や
医
療
機
関

へ
の
速
や
か
な
搬
送
な
ど
の

支
援
が
受
け
ら
れ
る
。
今
後

の
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
状

況
を
見
な
が
ら
、
窓
口
で
の

配
布
、
ま
た
希
望
に
よ
り
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
と
合
わ
せ
て
の

配
布
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
支
援
を

答　

講
習
充
実
な
ど
を
調
査
研
究
し
た
い

問
　

70
歳
以
上
の
免
許
更
新
の

高
齢
者
講
習
は
、
一
度
更
新

す
る
と
４
年
な
い
し
３
年
は

講
習
の
機
会
が
な
い
。
自
分

の
体
力
の
変
化
や
運
転
技
術

の
衰
え
を
知
る
機
会
が
な

い
。
地
域
の
交
通
安
全
協
会

が
年
に
２
回
、
シ
ル
バ
ー
講

習
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

シ
ル
バ
ー
講
習
を
充
実
さ

せ
、
自
分
の
現
状
を
知
り
、

運
転
生
活
の
い
っ
そ
う
の
安

全
を
期
し
た
ら
ど
う
か
。
そ

の
支
援
を
町
が
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

ヘルプカード

答　

町
長

　

更
新
時
以
外
の
講
習
に
よ

り
、
高
齢
者
ご
自
身
に
現
在

の
ご
自
分
の
身
体
機
能
な
ど

の
状
態
を
知
り
、
安
全
運
転

に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
は

重
要
。

　

講
習
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
は
、
資
機
材
の
導
入
や
指

導
員
の
確
保
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
今
後
、
調
査
研
究
し

た
い
。

　

事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
共
同
し
て
、

体
験
型
を
含
め
て
高
齢
者
の

交
通
安
全
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
を
増
や
す
こ
と
で
、
事
故

を
減
少
さ
せ
た
い
。

高齢者講習が行われている能登自動車学校

15
市
町
が
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

作
成
し
て
い
る
。
本
町
も
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
作
成
を
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
。



❼ 2019.8 のとちょう議会だより第 57号

いっぱん質問

堂前　利昭　議員

問
　

圃
場
整
備
事
業
も
平
成
25

年
か
ら
始
ま
り
、
私
の
家
の

前
の
プ
ラ
ン
ト
能
登
店
出
店

予
定
地
が
や
っ
と
圃
場
整
備

事
業
か
ら
除
外
さ
れ
た
矢
先

に
、
プ
ラ
ン
ト
能
登
店
の
出

店
白
紙
撤
回
と
な
っ
た
。
今

後
の
町
の
政
策
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

答　

町
長

能登高校で農林水産業の講義を行う持木町長

　

プ
ラ
ン
ト
能
登
店
の
立
地

に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
く
ま

で
も
事
業
者
と
立
地
用
地
の

地
権
者
と
の
間
で
進
め
ら
れ

て
い
た
も
の
で
町
が
主
導
し

て
誘
致
し
た
も
の
で
は
な
い
。

現
在
も
法
に
基
づ
く
届
出
が

な
い
の
で
、
事
業
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
把
握
し
て
お
ら

問
そ
の
他
質
問

　

町
参
事
の
役
職
に
つ
い
て

　

３
月
定
例
会
議
で
町
参
事

が
町
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま
し

た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
細

か
く
説
明
せ
よ
。

答　

町
長

　

町
参
事
は
職
名
で
あ
る

　

町
参
事
は
、
あ
く
ま
で
も

職
名
で
あ
り
、
特
命
事
項
と

し
て
、
総
合
創
生
戦
略
を
全

庁
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、

各
課
の
連
絡
調
整
、
指
導
助

言
お
よ
び
渉
外
を
担
当
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

特
命
の
内
容
は
、
５
つ
あ

る
。

１
つ
目
は
、
能
登
町
海
洋
教

育
研
究
施
設
に
関
す
る
事
業

２
つ
目
は
、
の
と
九
十
九
湾

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
事
業

３
つ
目
は
、
婚
活
支
援
事
業

に
関
す
る
こ
と

４
つ
目
は
、
指
名
審
査
委
員

会
に
関
す
る
こ
と

５
つ
目
は
、
指
名
審
査
委
員

会
で
審
議
す
る
入
札
及
び
契

約
に
関
す
る
こ
と
。

問
　

基
本
的
方
向
と
具
体
的
施

策
の
中
で
能
登
町
の
伝
統
・

地
場
産
業
を
受
け
継
ぐ
人
材

確
保
と
育
成
は
具
体
的
に
ど

答　

町
長

　

平
成
30
年
７
月
に
町
の
定

住
促
進
協
議
会
と
農
林
水
産

課
職
員
を
含
め
た
数
回
に
わ

た
る
移
住
相
談
の
中
で
、
町

内
で
の
営
農
に
将
来
性
を
感

じ
移
住
を
決
意
し
、
昨
年
12

月
に
夫
婦
で
首
都
圏
か
ら
Ｉ

タ
ー
ン
し
た
事
例
が
あ
る
。

能
登
町
の
未
来
の
つ
く
り
手

で
あ
る
高
校
生
に
対
し
て
、

水
産
、
農
業
を
学
べ
る
能
登

高
校
の
地
域
創
造
科
に
お
い

て
私
が
直
接
能
登
町
の
農
林

水
産
業
に
つ
い
て
直
接
生
徒

に
伝
え
る
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
昨
年
度
か
ら
能
登
高
校

魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
地
域
を
学
び
な
が
ら
そ

の
上
で
、
映
像
を
使
っ
た
情

問　プラント能登店の出店白紙撤回
　　について

答　地権者と事業者の間の問題であり、
　　答弁のしようがない

ず
、
答
弁
の
し
よ
う
が
な
い
。

プ
ラ
ン
ト
能
登
店
の
計
画
予

定
地
で
あ
っ
た
場
所
に
関
し

て
は
、
す
べ
て
個
人
所
有
の

土
地
で
あ
り
町
の
土
地
で
は

な
い
の
で
、
そ
の
場
所
で
の

企
業
誘
致
と
い
う
の
は
考
え

て
い
な
い
。

問　

能
登
町
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

答　

多
方
面
か
ら
一
つ
一
つ
を

　
　

積
み
重
ね
て
取
り
組
ん
で
い
く

報
発
信
方
法
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
商
品
を
販

売
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
方
法
を
学
ぶ
授
業
を
実

施
し
て
い
る
。

ん
な
取
組
か
。
担
い
手
不
足

と
言
う
が
、
ど
う
担
い
手
を

増
や
す
の
か
。



❽

いっぱん質問

志幸　松栄　議員

問　防災、減災対策について

答　積極的に自主防災組織の結成を望む

問
　

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率

は
。
ま
た
、
防
災
士
の
現
状

と
防
災
士
に
対
す
る
町
の
課

題
、
今
後
の
展
開
は
。
さ
ら

に
、
こ
ど
も
防
災
手
帳
に
対

す
る
町
の
見
解
を
問
う
。

答　

町
長

　

当
町
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
は
、
平
成
30
年
度
末
で

１
０
８
の
組
織
が
結
成
さ
れ

て
お
り
、
率
と
し
て
は
65
・

８
％
で
あ
る
。

　

ま
た
、
防
災
士
は
、
ま
ず
、

役
割
と
し
て
は
地
域
の
防
災

力
を
高
め
る
ほ
か
組
織
の
防

災
体
制
確
立
の
担
い
手
と
し

て
の
役
割
、
そ
し
て
、
災
害

発
生
時
に
は
、
避
難
誘
導
、

問　

自
然
環
境
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
に
つ
い
て

答　

観
光
交
流
や
産
業
の
機
運
の
向
上
に
つ
と
め
る

問
　

観
光
事
業
と
産
業
の
現
状

に
つ
い
て
、
イ
カ
の
駅
の
内

容
や
、
魚
市
場
の
荷
揚
げ
場

整
備
、
さ
ら
に
、
水
産
物
鮮

度
保
持
施
設
の
実
状
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

観
光
と
産
業
を
連
携
し
た
町

づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
問
い
た
い
。

答　

町
長

　

イ
カ
の
駅
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
イ

カ
漁
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
地

元
産
品
直
売
所
が
整
備
さ
れ
、

ま
た
、
漁
業
文
化
の
紹
介

等
、
さ
ら
に
、
九
十
九
湾
の

観
光
案
内
も
行
う
予
定
で
あ

る
。
こ
の
施
設
の
完
成
に
よ

り
、
イ
カ
を
町
の
観
光
資
源

と
し
て
観
光
交
流
の
話
題
性

を
高
め
、
情
報
発
信
が
で
き
、

臨
海
体
験
の
拠
点
施
設
と
し

て
も
位
置
付
け
て
い
る
。

　

魚
市
場
の
荷
揚
げ
場
整
備

に
関
し
て
は
、
能
都
支
所
は

答　

農
林
水
産
課
長

　

水
産
物
鮮
度
保
持
施
設
の

稼
働
状
況
で
は
、
施
設
で
取

り
扱
う
魚
種
に
あ
っ
て
は
全

体
的
に
不
漁
で
流
通
量
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
近
隣
漁
協

の
支
所
か
ら
受
け
入
れ
を
行

い
、
稼
働
率
の
確
保
に
努
め

た
。
施
設
完
成
に
よ
り
水
産

物
の
流
通
が
調
整
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
魚
価

の
底
上
げ
に
つ
な
げ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

自主防災組織による避難訓練

さ
ら
に
、
救
助
に
当
た
る
と

い
う
役
割
も
あ
る
。

　

今
後
の
課
題
や
展
開
と
し

て
は
、
引
き
続
き
、
防
災
士

の
資
格
取
得
に
対
す
る
支
援

や
育
成
研
修
の
情
報
提
供
等

に
努
め
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
や

総
合
防
災
訓
練
の
際
に
は
、

防
災
士
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
、
防
災
士
の
存
在
そ
の
も

の
を
、
重
要
性
と
Ｐ
Ｒ
に
も

努
め
て
い
き
た
い
。
次
に
、

こ
ど
も
防
災
手
帳
の
件
で
は
、

学
校
や
保
護
者
の
方
々
な
ど

の
意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答　
町
参
事
兼
ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　

大
型
連
休
中
の
観
光
入
り

込
み
状
況
は
、
町
の
宿
泊
施

設
及
び
観
光
施
設
の
ほ
と
ん

ど
の
施
設
で
増
え
て
い
る
。

町
で
は
、
今
後
も
イ
ン
タ
ー

老
朽
化
し
て
き
て
い
る
。
県

漁
協
で
は
施
設
の
統
廃
合
を

含
め
総
合
的
な
検
証
を
行
う

予
定
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

は
県
漁
協
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

ネ
ッ
ト
上
の
観
光
情
報
等
、

ま
た
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
増

や
し
、
Ｐ
Ｒ
の
充
実
を
図
り

助
成
金
の
活
用
も
合
わ
せ
誘

客
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
観
光
と
産
業
の
連

携
と
し
て
は
、
産
業
経
済
団

体
は
、
体
験
観
光
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
農
林
水
産
物
の

品
質
あ
る
い
は
そ
の
付
加
価

値
の
向
上
も
図
り
、
加
工
、

販
売
、
一
体
化
に
よ
る
６
次

産
業
化
、
ま
た
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
と
い
っ
た
役
割
も

担
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
取
り
組
む

地
域
の
方
々
を
支
援
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。



❾ 2019.8 のとちょう議会だより第 57号

いっぱん質問

向峠　茂人　議員

問　

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
に
つ
い
て

答　

さ
ら
に
充
実
し
た
振
興
を
図
り
た
い

問
　

町
の
花
は
「
の
と
き
り
し

ま
」
で
あ
る
が
「
の
と
キ
リ

シ
マ
ツ
ツ
ジ
」
へ
の
改
名
を

答　

町
長

　

町
の
花
・
木
・
鳥
・
魚
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
の
と

き
り
し
ま
」「
も
ち
の
木
」「
ヤ

マ
セ
ミ
」「
鰤ぶ

り

」
と
し
て
町

の
シ
ン
ボ
ル
選
考
委
員
会
に

て
応
募
の
あ
っ
た
中
か
ら
決

定
し
た
。
改
名
に
つ
い
て
は
、

決
定
し
た
経
緯
を
考
慮
し
な

が
ら
慎
重
に
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問　植物公園の指定管理者について

答　地元を含め広く募集したい

問
　

今
後
の
当
町
の
、
の
と
キ

リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
に
対
す
る
取

り
組
み
方
は

答　

町
長

　

植
物
公
園
に
対
し
て
は
、

本
来
４
年
計
画
で
あ
っ
た
も

の
を
前
倒
し
し
て
３
年
で
千

本
近
く
植
え
た
。
今
後
も
株

数
を
増
や
し
て
い
く
方
向
で

し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

そ
れ
が
植
物
公
園
の
に
ぎ
わ

い
に
通
じ
る
と
思
う
。

問
　

現
在
の
管
理
者
か
ら
公
社

に
戻
す
べ
き
で
は

答　

町
長

　

こ
の
２
年
間
の
管
理
実
績

等
を
総
合
的
に
検
証
し
、
公

募
も
含
め
適
正
な
指
定
管
理

者
の
候
補
選
定
に
努
め
、
公

募
す
る
場
合
は
施
設
の
指
定

管
理
者
募
集
要
項
及
び
業
務

仕
様
書
に
よ
り
地
元
も
含
め

広
く
募
集
す
る
。

　

公
社
自
体
は
、
今
非
常
に

手
薄
で
、
現
段
階
で
は
申
請

し
な
い
方
向
で
あ
る
。

問
　

英
国
視
察
前
後
の
対
応
は

答　

町
長

　

知
事
へ
の
報
告
は
、
英
国

視
察
か
ら
帰
っ
て
き
た
後
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
と
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
の
郷
の
代
表
と
一
緒

に
県
庁
へ
の
訪
問
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
今
後
の
、
の
と

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
に
対
し
て

は
、
石
川
県
の
歴
史
遺
産
に

認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
取
り
組
み
を
、
な
か

な
か
２
市
２
町
の
独
断
で
判

断
す
る
の
は
難
し
い
。
４
市

５
町
が
か
か
わ
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
辺
は
じ
っ
く
り
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。



10

いっぱん質問常任委員会レポート

総
務
産委
業員

建

会

設

教委
育員
厚会
生

　

國
盛
孝
昭
（
委
員
長
）

　

𠮷
田
義
法
（
副
委
員
長
）

　

小
路
政
敏　

酒
元
法
子

　

河
田
信
彰　

志
幸
松
栄

　

宮
田
勝
三

　

６
月
７
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
１

件
を
審
査
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

審
査
過
程
で
の
主
な
質
疑
応

答
は
次
の
と
お
り
。

問
　

有
線
放
送
の
事
業
は
い
い

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
配

線
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
で

有
線
整
備
し
て
何
十
億
も
使

う
。
無
線
ラ
ン
で
整
備
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
お

金
も
安
い
は
ず
。

答
　

こ
れ
か
ら
は
そ
う
な
っ
て

い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

現
在
は
国
庫
補
助
金
を
も
ら

う
に
は
今
の
メ
ニ
ュ
ー
し
か

な
い
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
の
ほ
か
、

農
林
水
産
課
か
ら
奥
能
登
２

市
２
町
の
イ
ノ
シ
シ
の
処
分

や
利
用
に
つ
い
て
の
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
総
務
課
か
ら
は
能
登

自
動
車
学
校
の
経
営
状
況
と
、

高
齢
者
講
習
の
実
態
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

田
端
雄
市 （
委
員
長
）

　

馬
場　

等
（
副
委
員
長
）

　

堂
前
利
昭　

金
七
祐
太
郎

　

市
濱　

等　

向
峠
茂
人

　

鍛
治
谷
眞
一

　

６
月
７
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
２

件
を
審
査
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

審
査
過
程
で
の
主
な
質
疑
応

答
は
次
の
と
お
り
。

問
　

墓
地
公
園
利
用
規
則
の
改

正
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。

答
　

こ
れ
ま
で
に
使
用
者
が

キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
返
還
を
申

し
出
た
ら
３
年
以
内
の
方
を

限
定
と
し
て
い
た
が
、
３
年

を
超
え
た
方
に
つ
い
て
も
既

存
使
用
料
の
５
割
を
返
還
、

管
理
料
に
つ
い
て
も
残
り
の

年
数
分
を
還
付
す
る
と
変
更

し
た
い
。

問
　

松
波
中
の
体
育
館
改
修
は

ど
の
よ
う
な
工
事
か
。

答
　

体
育
館
に
隣
接
し
た
更
衣

室
に
雨
漏
り
が
あ
り
、
防
水

工
事
を
予
定
。
ま
た
、
そ
の

際
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
の
で
、
こ
の

除
去
工
事
も
同
時
に
行
い
た

い
。

問
　

文
化
協
会
の
事
業
費
70
万

円
は
韓
国
と
の
交
流
事
業
と

あ
る
が
、
こ
の
交
流
に
は
言

葉
ひ
と
つ
で
も
気
を
つ
け
て

ほ
し
い
。

答
　

平
成
９
年
か
ら
交
流
し
て

き
た
経
緯
が
あ
り
、
本
年
文

化
協
会
の
15
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
こ
の
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。

問
　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
は
、
高
額
所
得
者

層
の
負
担
を
上
げ
て
、
低
中

間
所
得
者
層
の
保
険
料
を
下

げ
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
　

国
保
の
６
割
の
方
が
低
中

間
層
な
の
で
、
そ
の
方
達
に

と
っ
て
負
担
軽
減
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

墓地公園

松波中学校体育館



11 2019.8 のとちょう議会だより第 57号

いっぱん質問議案をチェック

　

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

６
月
定
例
会
議
の
議
案
質
疑

　

令
和
元
年
６
月
定
例
会
議
の

議
案
質
疑
で
は
、
５
名
の
議
員

が
質
疑
を
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
、
答
弁
は
次
の
と

お
り
で
す
。

問 

田
端
雄
市　

議
員

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ

い
て

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
と
か
、

情
報
通
信
事
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
。

　

具
体
的
な
説
明
を
。

答 

農
林
水
産
課
長

　

中
斉
集
落
で
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
除
草
剤
、
農
薬
散
布
を
行

う
。
農
業
で
は
今
、
担
い
手
の

高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
労
働

力
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
課
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
に
国
が
考
え
た
対
策

の
一
つ
が
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
で
本

格
的
に
ス
マ
ー
ト
農
業
を
普
及

し
て
い
く
た
め
の
モ
デ
ル
集
落

に
石
川
県
で
唯
一
選
ば
れ
た
の

が
中
斉
集
落
で
あ
る
。
稲
作
作

業
の
中
で
も
重
労
働
で
あ
る
農

薬
散
布
や
除
草
剤
の
散
布
に
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
低
コ
ス
ト
化
、

生
産
性
の
向
上
、
省
力
化
を
図

る
。

問 

宮
田
勝
三　

議
員

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ

い
て

　

非
課
税
世
帯
と
３
歳
６
カ
月

以
下
の
お
子
さ
ん
が
属
す
る
世

帯
、
有
線
放
送
等
を
利
用
す
る

と
か
な
ど
周
知
徹
底
を
ど
ん
な

ふ
う
に
す
る
の
か
。

答 

企
画
財
政
課
長

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
10

月
１
日
に
予
定
さ
れ
、
子
育
て

世
帯
や
所
得
の
低
い
方
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
こ
と
を
目
的
に

商
品
券
を
発
行
す
る
。

　

購
入
対
象
者
は
、
今
年
の
住

民
税
の
非
課
税
者
。
た
だ
注
意

点
は
、
課
税
者
と
同
一
世
帯
の

例
え
ば
扶
養
親
族
と
か
配
偶
者

の
方
は
対
象
外
。
ま
た
、
生
活

保
護
の
受
給
者
の
方
も
対
象
外
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
４
月
２
日

か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
お
子
様
が
い
る
世

帯
の
世
帯
主
、
そ
の
子
供
の
数

に
応
じ
て
購
入
で
き
る
。

　

町
で
は
、
見
込
み
の
人
数
を

非
課
税
者
を
約
４
５
０
０
人
、

３
歳
６
カ
月
以
下
の
子
供
は
、

２
５
０
人
ぐ
ら
い
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

こ
の
事
業
の
周
知
方
法
は
、

広
報
８
月
号
に
掲
載
し
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
有
線
放

送
の
文
字
放
送
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。

問
宮
田
勝
三　

議
員

　

墓
地
使
用
料
の
返
還
金
に
つ

い
て

　

墓
地
使
用
料
は
墓
地
の
区
画

で
違
い
ま
す
よ
ね
。
４
件
で
の

使
用
料
や
管
理
料
の
説
明
を
。

答
住
民
課
長

　

今
回
補
正
は
、
墓
地
の
返
還

が
４
件
。
そ
の
う
ち
の
１
件
は

当
初
予
算
で
対
応
。
残
り
の
３

件
は
、
今
回
、
使
用
料
と
管
理

料
の
返
還
を
行
う
た
め
69
万
４

０
０
０
円
の
追
加
を
行
っ
た
。

　

内
訳
は
、
使
用
料
の
返
還
は

３
件
分
で
64
万
円
。
内
訳
は
、

６
平
方
メ
ー
ト
ル
が
１
件
、
こ

の
使
用
料
が
48
万
円
で
、
半
額

を
返
還
す
る
と
規
則
で
定
め
て

い
る
の
で
24
万
円
。

　

５
平
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が

２
件
、
こ
の
使
用
料
が
40
万
円

な
の
で
半
額
で
20
万
円
の
２
件

で
40
万
円
。
合
わ
せ
て
64
万
円

を
使
用
料
の
返
還
金
で
あ
る
。

　

ま
た
管
理
料
は
10
年
分
２
万

円
を
納
付
で
、
残
り
の
年
数
の

分
を
返
還
す
る
。
今
回
の
３
件

分
は
、
い
ず
れ
も
９
年
間
残
っ

て
い
る
の
で
９
年
分
の
返
還
で

５
万
４
０
０
０
円
を
計
上
し
、

計
69
万
４
０
０
０
円
で
あ
る
。

問 

向
峠
茂
人　

議
員

　

中
谷
家
の
住
宅
保
存
活
用
事

業
に
つ
い
て

　

今
回
の
29
万
７
０
０
０
円
は

ど
う
い
う
修
繕
を
す
る
の
か
。

今
後
の
文
化
財
で
あ
る
中
谷
家

を
ど
う
い
う
保
護
を
し
て
い
く

の
か
。

答 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

中
谷
家
母
屋
の
屋
根
瓦
や
天

井
の
雨
漏
り
箇
所
の
修
理
を
行

う
も
の
で
、
総
事
業
費
は
１
１

８
万
８
０
０
０
円
を
予
定
。

　

こ
の
う
ち
県
が
２
分
の
１
補

助
の
交
付
が
見
込
め
、
残
り
を

所
有
者
の
中
谷
家
が
４
分
の
１
、

町
が
４
分
の
１
を
負
担
す
る
。

　

今
後
の
中
谷
家
の
屋
根
瓦
の

補
修
に
つ
い
て
は
、
中
谷
家
は

住
宅
保
存
活
用
事
業
で
国
指
定

の
重
要
文
化
財
指
定
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
れ
が
採
択
さ
れ
る

と
、
国
の
補
助
に
よ
り
大
部
分

が
修
繕
で
き
る
見
込
み
。

　

今
年
度
は
境
界
測
量
、
調
査

報
告
書
の
作
成
予
定
で
あ
る
。

　

９
月
に
予
定
し
て
い
る
住
宅

活
用
保
存
事
業
の
委
員
会
を
開

き
、
文
化
庁
現
地
指
導
も
含
め
、

調
査
成
果
が
確
認
で
き
れ
ば
重

文
指
定
の
申
請
を
し
て
、
令
和

２
年
に
採
択
に
向
け
た
計
画
を

進
め
て
い
る
。

問 

酒
元
法
子　

議
員

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
消

費
期
限
に
つ
い
て

　

消
費
期
限
を
書
き
込
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

ど
う
し
て
も
期
日
中
に
使
わ

れ
な
か
っ
た
人
が
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

答 

企
画
財
政
課
長

　

ま
だ
周
知
さ
れ
て
い
な
い
事

業
で
あ
り
、
そ
う
い
う
苦
情
は

ま
だ
承
っ
て
な
い
が
、
使
用
期

限
は
10
月
１
日
か
ら
３
月
末
日

と
い
う
こ
と
で
、
数
カ
月
あ
り

ま
す
。
そ
の
間
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
国
庫
補
助
事
業
で
あ

る
か
ら
、
延
ば
す
こ
と
は
で
き

な
い
。

問 

鍛
治
谷
眞
一　

議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
が
平
成
30
年

度
は
、
２
億
67
万
８
０
０
０
円

の
大
台
に
の
っ
た
と
い
う
説
明

が
あ
っ
た
。
自
己
財
源
の
少
な

い
私
ど
も
の
よ
う
な
地
方
自
治

体
に
と
っ
て
は
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
が
、
改
め
て
、
実
質

は
寄
附
品
目
を
掲
載
す
る
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
と
い
う
サ
イ
ト

や
、
生
産
者
の
原
価
で
あ
っ
た

り
運
送
費
等
。
こ
の
概
略
に
つ

い
て
説
明
を
。

答 

町
参
事
兼
ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
納

税
者
個
人
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
、
あ
る

い
は
か
か
わ
り
深
い
地
域
を
応

援
し
た
い
、
そ
の
思
い
を
み
ず

か
ら
の
意
思
で
納
税
先
を
寄
附

と
い
う
行
為
で
選
択
で
き
る
。

　

そ
れ
に
よ
り
寄
附
さ
れ
た
方

へ
能
登
町
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
町
の
特
産
品
等
を
返
礼
品
と

し
て
寄
附
の
３
割
程
度
を
送
っ

て
い
る
。

　

30
年
度
の
収
入
額
は
２
億
67

万
８
０
０
０
円
の
収
入
が
あ
る

が
、
支
出
額
は
１
億
４
５
０
０

万
円
で
あ
る
。
差
し
引
き
す
る

と
残
額
が
約
５
５
０
０
万
円
が

町
に
残
る
。

　

約
１
億
が
返
礼
品
で
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、
送
料
を
含
み
ま

す
。
残
り
の
約
４
５
０
０
万
円

は
、
非
常
勤
職
員
の
１
名
の
人

件
費
、
そ
の
ほ
か
は
手
数
料
で

あ
る
。

　

手
数
料
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
を
す
る
場
合
は
ヤ
フ
ー
ジ
ャ

パ
ン
の
決
済
で
寄
附
金
額
の

１
％
を
手
数
料
と
し
て
支
払
っ

て
い
る
。
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

の
ポ
イ
ン
ト
プ
ラ
ン
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

で
寄
附
金
の
９
％
。
そ
れ
か
ら

ポ
イ
ン
ト
を
管
理
す
る
管
理
費

用
と
し
て
返
礼
品
額
の
20
％
。

昨
年
度
か
ら
は
マ
ル
チ
ペ
イ
メ

ン
ト
決
済
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
、

ア
マ
ゾ
ン
ペ
イ
、
携
帯
電
話
の

通
信
キ
ャ
リ
ア
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら

の
決
済
も
可
能
で
、
寄
附
者
の

利
便
性
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
手
数
料
で
約
３

６
０
０
万
円
で
あ
る
の
で
、
２

億
に
対
し
て
１
億
４
５
０
０
万

円
は
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
。
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総務管内視察レポート

　

総務産業建設常任委員会管内視察レポート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務産業建設常任委員長　國盛　孝昭

　６月４日(火)に新統合庁舎の工事の進捗状況を確認するため、教育厚生常任委員長と事前に協議し、
両常任委員会合同で視察を行った。
　平成から令和へと元号が変わり、新時代に相応しい新統合庁舎と柳田総合支所及び内浦総合支所の
建設が着々と進められている。
　令和２年１月１日からそれぞれの新庁舎が開庁し新体制でスタートする。まず庁舎建設室の職員か
ら開庁までの引っ越し作業やスケジュールなどについてヒアリングを行い、現地では実際に内装を見
ながら現場監督からの説明を受け、各議員は質問などをしながら進捗状況の確認をした。
　秋には完成が見込まれており、町民を対象とした内覧会も計画中で、令和２年３月には町政15周
年記念イベントと完成式典も予定されている。
　旧能都町、柳田村、内浦町が合併して早15年、いよいよ能登町としての第２章が幕開けしようと
している。
　この能登町が輝かしい未来となるよう、そして何より町民のための町政となるよう、町職員は元よ
り、議会としても議員一人ひとりが全体の奉仕者としての基本と向き合い、町民の代表者であること
を再認識するとともに、その職責をしっかりと果たしていかなければならない。

庁舎内の視察庁舎内の視察 完成間近となった新統合庁舎（外観）完成間近とな た新統合庁舎（外観）

完成イメージ完成イメ ジ
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教育管内視察レポート

教育厚生常任委員会管内視察レポート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育厚生常任委員長　田端　雄市

　６月７日(金)に、能登町こどもみらいセンター、中谷家、ドブネ収蔵庫の３か所を視察した。

①能登町こどもみらいセンター
　全国的には、放課後児童クラブ（学童保育）は、待機児童の問題が問われている。本町は、どうで
あろうかという考えから視察をした。定員があり、今のところは一杯とのことで、これ以上の受け入
れは困難とのことであった。
　当センターは、児童館も併設されており、保護者の方々の仕事・生活の多様性を十分に考慮し、場
合によっては、個別の相談を通して待機児童のない運営を望みたい。
　こうした要望に応えるためには、指導員不足もあり、苦慮していることも伺った。指導員の増や働
き方の工夫など、上部機関である健康福祉課の汗に期待したい。

②中谷家
　中谷家保存活用事業について、現状の確認を所有者の中谷直之氏の説明を伺いながら視察をした。
経年した資材などの手配や補修等、困難を極める事業は想像に難くない。その意味で、時間の経過は
補修の時期を失うことにもなる。
　一方、中谷家を多くの人に認知してもらうために、そばの販売や芸術作品（塗り物・木製品等）の
展示販売も時に行われていることもあるようである。
　文化財を保存することをもって、終わりとしてはいけない。そこをスタートにして、何を創造して
いくのか、交流人口を増やすのか、町の魅力の発信か、町の資源をどこまで生かし切れるか、それを
課題に取り組んでいただきたい。

中谷家中谷家 能登町こどもみらいセンター能登町こどもみらいセンタ
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議員派遣レポート

　

能登町イギリス視察についての報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　派遣議員　宮田　勝三

　このたびの訪英につきまして、報告します。
　持木町長を団長に、NPO法人のとキリシマツツジの郷大路
理事長、政田事務局長、五田農林水産課長と私の５人で、寄贈
候補地である「ウィズリーガーデン」、「サヴィルガーデン」、「エ
クスベリーガーデン」を訪れました。
　１日目は、英国で国際栽培品種登録機関アドバイザーをして
いる大槻葉子さんと英国を代表する植物専門家のマークさんに、
２日目には、昨年当町にお越しいただいたロスチャイルド家の
シャーロットさんとその弟のライオネルさん、また、ロスチャイルド家が所有するエクスベリーガー
デンの庭師であるトムさんに、お出迎え、ご案内いただきました。
　２日目の会食後、ライオネルさんに、私のネクタイをお渡ししたい旨を申し上げたところ、快く受
け取られ、「次の寄贈の際に使います」という大変光栄なお言葉をいただき、今でも大変嬉しく思っ
ています。そのネクタイというのは、赤地にのとキリシマツツジを刺繍したものです。
　お別れの時、私が前日見た夢の話をさせていただきました。それは、エクスベリーガーデンの一部
に日本庭園が出来た夢、当町の柳田植物公園の一角に「シャーロット」、もしくは「ロスチャイルド」
の名の入ったガーデンが出来た夢で、訪英をきっかけに夢が実現すればと思っていますという話をし
ました。
　このたびの訪英とのとキリシマツツジ寄贈の経緯を振り返り、NPO法人のとキリシマツツジの郷
の方々がさまざまな調査・研究を重ね、多くの人的交流を大切にされ、花を愛し今日に至ったことに
敬意を表します。能登町議会一丸となって支援することはもちろん、少しでも交流人口拡大につなげ
ることができればという思いです。

ロスチャイルド家のエクスベリーガーデン　ロスチ イルド家のエクスベリ ガ デン

王立園芸協会が運営するウィズリーガーデン王立園芸協会が運営するウィズリ ガ デン

大槻さんとマークさんも参加しての集合写真　大槻さんとマ クさんも参加しての集合写真
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主な議会活動

平成31年度・令和元年度出欠状況表
〇…出席　　欠…冠婚葬祭 通院 私事都合等により欠席　　―…対象外　　オ…オブザーバーとして議長が出席　

月　日 議員名会議名

𠮷
田　
　

義
法

堂
前　
　

利
昭

馬
場　
　
　

等

田
端　
　

雄
市

金
七　

祐
太
郎

國
盛　
　

孝
昭

市
濱　
　
　

等

小
路　
　

政
敏

酒
元　
　

法
子

河
田　
　

信
彰

向
峠　
　

茂
人

志
幸　
　

松
栄

宮
田　
　

勝
三

鍛
治
谷　

眞
一

31/04/02 広報編集特別委員会 ○ ○ ○ － － － － － ○ 欠 － － － ○

31/04/18 広報編集特別委員会 ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ － － － ○

01/05/07 議会運営委員会 － － － ○ ○ ○ － ○ － オ ○ － ○ －

01/05/27 議会運営委員会 － － － ○ ○ ○ － ○ － オ ○ － ○ －

01/06/04 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

01/06/06 ６月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

01/06/07 各常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

01/06/11 ６月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

01/06/14 ６月定例会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

各
学
校
入
学
式

4
月
2
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

4
月
11
日　

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
・
功
労
者
表
彰
式
（
内
灘
町
役
場
）

4
月
18
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

5
月
7
日　

議
会
運
営
委
員
会

5
月
8
日　

新
潟
県
十
日
町
市
議
会
行
政
視
察
（
来
町
）

5
月
21
日　

奥
能
登
広
域
事
務
組
合
協
議
会
議
員
協
議
会

　
　
　
　
　

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

5
月
27
日　

議
会
運
営
委
員
会

5
月
28
日　

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

　
　
　
　
　
（
東
京
都
29
日
ま
で
）

5
月
31
日　

奥
能
登
広
域
事
務
組
合
協
議
会
議
員
協
議
会
・
臨
時
会

　
　
　
　
　

奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
議
会
臨
時
会

各
種
団
体
総
会
等

6
月
5
日　

金
沢
大
学
理
工
学
域
能
登
海
洋
水
産

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
設
立
記
念
式

6
月
4
日　

全
員
協
議
会
・
新
統
合
庁
舎
現
地
視
察

6
月
6
日　

第
3
回
能
登
町
議
会
6
月
定
例
会
議
（
議
案
上
程
）

6
月
7
日　

常
任
委
員
会

6
月
11
日　

第
3
回
能
登
町
議
会
6
月
定
例
会
議
（
一
般
質
問
）

6
月
14
日　

第
3
回
能
登
町
議
会
6
月
定
例
会
議
（
採
決
）

6
月
29
日　

令
和
元
年
能
登
町
イ
ギ
リ
ス
視
察
派
遣
（
〜
7
月
4
日
ま
で
）

４
月
か
ら
６
月
の
主
な
議
会
活
動

新潟県十日町市議会視察受入金沢大学理工学域能登海洋水産センター設立記念式
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次の定例会議は９月６日開会です。
　議会の日程については、決定しだい町のホームページ、または有線テレビでお知らせしています。
　ぜひ傍聴にお越しください。ご意見などありましたら、議会事務局へご連絡ください。

　

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
高
田
館

長
に
お
願
い
し
た
理
由
の
一
つ
と

し
て
は
、
坂
担
道
氏
生
誕
１
０
０

周
年
を
期
に
、
再
評
価
し
て
ほ
し

い
と
の
思
い
を
、
共
有
で
き
た
か

ら
で
す
。
年
内
に
、
旧
真
脇
小
学

校
で
坂
担
道
氏
の
素
晴
ら
し
い
作

品
の
数
々
が
公
開
さ
れ
ま
す
。
真

脇
遺
跡
縄
文
館
、
来
年
に
は
「
能

登
内
浦
の
ド
ブ
ネ
」
も
一
般
公
開

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
下

さ
い
。

 

委
員　

馬
場　

等

　    

広
報
編
集

    　

特
別
委
員
会

 

委  

員  

長　

酒
元　

法
子

 

副
委
員
長　

堂
前　

利
昭

 

委　
　

員　

𠮷
田　

義
法

 　
　
　
　
　

馬
場　

等

 　
　
　
　
　

河
田　

信
彰

 　
　
　
　
　

鍛
治
谷
眞
一

まちかどインタビュー

 インタビュー

まち
どか

　

今
回
の
ま
ち
か
ど
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
、
真
脇
遺
跡
縄
文

館
館
長
の
高
田
秀
樹
さ
ん
で

す
。

　
　
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

 

馬
場　

等
）

◆
何
を
さ
れ
て
い
る
方
で
す

か
？

　

主
に
縄
文
時
代
の
こ
と
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

◆
お
勤
め
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

　

真
脇
遺
跡
縄
文
館
の
館
長

で
す
。
真
脇
遺
跡
は
１
９
８

２
と
８
３
年
に
発
掘
調
査
が

行
な
わ
れ
、
縄
文
時
代
を
代

表
す
る
遺
跡
と
し
て
、
国
指

定
史
跡
及
び
重
要
文
化
財
指

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
縄
文

館
は
１
９
９
７
年
に
開
館
し

て
い
ま
す
。
史
跡
整
備
の
た

め
１
９
９
８
年
か
ら
２
０
１

５
年
ま
で
発
掘
調
査
を
実
施

し
て
、
第
１
期
史
跡
整
備
と

し
て
環
状
木
柱
列
と
板
敷
き

土ど

壙こ
う

墓ぼ

を
整
備
し
ま
し
た
。

◆
そ
こ
で
は
ど
ん
な
事
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

　

真
脇
遺
跡
の
出
土
品
を
整

理
し
て
、
そ
の
成
果
を
展
示

に
活
用
し
て
い
ま
す
。
見
学

者
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
各
分
野
の
研
究
者
へ

高田秀樹館長

し
て
い
ま
す
。
先
生
は
恋
路

の
出
身
で
す
。
10
歳
で
北
海

道
札
幌
市
に
移
住
さ
れ
、
１

９
６
４
年
に
日
展
で
特
選
を

受
賞
し
、
１
９
６
６
年
に
日

展
会
員
と
な
り
北
海
道
を
代

表
す
る
彫
刻
家
と
な
り
ま
し

た
。
１
９
８
２
年
に
は
日
彫

展
で
西
望
賞
を
受
賞
し
、
同

年
札
幌
市
民
芸
術
賞
も
受
賞

し
ま
し
た
。
１
９
７
６
年
に

は
代
表
作
と
な
る
「
丘
の
上

の
ク
ラ
ー
ク
」
を
製
作
し
ま

し
た
。

移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
移
動
後
に
公
開
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
彫
刻
等

の
展
示
や
解
説
パ
ネ
ル
作
り

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
先

生
の
生
誕
１
０
０
周
年
と
な

り
ま
す
の
で
、
企
画
展
示
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
真
脇
遺
跡
周
辺
は

ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
？　
　

　

こ
れ
ま
で
に
真
脇
遺
跡
縄

文
館
を
始
め
、
第
１
期
史
跡

整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。
現

在
は
国
指
定
有
形
民
俗
文
化

財
「
能
登
内
浦
の
ド
ブ
ネ
」

収
蔵
庫
を
整
備
し
、
ド
ブ
ネ

の
修
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
修
理
が
終
わ

り
一
般
公
開
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
後
は
、
旧
真
脇
小
学
校

校
舎
を
利
用
し
て
能
登
町
総

合
博
物
館
と
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
と
し
て
活
用
出
来
る

と
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
真
脇
遺
跡
を

核
と
し
て
能
登
町
の
歴
史
を

学
べ
る
エ
リ
ア
と
な
り
ま
す
。

の
対
応
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。
近
年
で
は

縄
文
小
屋
や
丸
木
舟

を
作
り
、
縄
文
時
代

の
技
術
に
つ
い
て
の

検
証
を
行
い
ま
し
た
。

◆
最
近
は
何
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
？

　

今
は
２
０
０
８
年

に
能
登
町
に
寄
贈
さ

れ
た
坂さ

か
た
ん坦

道ど
う

先
生
の

彫
刻
の
展
示
作
業
を

坂坦道さんの代表作
『丘の上のクラーク』

　

作
家
活
動
の
一
方
で
、
北

海
道
女
子
短
期
大
学
で
長
く

教
授
を
務
め
、
文
部
大
臣
か

ら
短
期
大
学
教
育
功
労
賞
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
８
年
、
77
歳
で
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
８

年
に
遺
族
か
ら
能
登
町
に
作

品
や
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
１
１
６

３
点
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
か
ら
内
浦
庁
舎

４
階
で
展
示
場
を
開
設
し
、

一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
役
場
庁
舎
の
建
設
に
伴

い
旧
真
脇
小
学
校
の
食
堂
に

恋路海岸にある
『恋路物語』


